
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 南信州地域の農業施策体系 ～ 豊かさあふれる南信州農業！ 農から始まる新しい交流文化 ～ 

            マーケットインの複合産地の構築 

○ きゅうり・アスパラガスの施設化の推進 
○ 信州プレミアム牛肉・銘柄豚など畜産物の生産拡大 
○ ICT等新技術の導入検討 

 
○多様な担い手により、県内有数の果樹産地が維持され、野菜や花きの多品目
生産による安定した複合経営が展開されています。 

○リニア新時代の交流・流入人口の増加を見据えて、南信州らしい「観光＋農
業」が一層盛んになっています。食育を通して「食」への理解が深まり、地
消地産が更に定着しています。 

○荒廃農地対策や野生鳥獣対策等の効果により、魅力的な農村の景観が守られ
ています。農業水利施設の計画的な改修により安全で災害に強い地域づくり
が進められるとともに、農業用水を使った小水力発電など地域資源の活用が
進展しています。 

南信州地域のめざす姿 

重点戦略３ 

     稼ぐ農業ビジネスに向けた高付加価値化の推進 

○ シードルなど新たな地域特産品の開発の推進と消費の拡大 
○ 輸出を志向する取組や認証取得等高付加価値販売を目指す取組の支援 
○ 伝統野菜をはじめとした地元食材の食べ方提案等による消費誘導 

重点戦略４ 

        新技術や新品種拡大による競争力の強い果樹産地づくり 

○ シナノリップなどりんご新品種を含めた県オリジナル品種の戦略的拡大 
○ 市田柿の生産拡大と「市田柿＋α」複合経営の推進 
○ りんご新わい化栽培やなし樹体ジョイント仕立て栽培など省力化と生産

性向上の推進 
○ 無核大粒品種の生産拡大によるぶどうの産地化 

重点戦略２ 

南信州農業の次代を担う人材の確保・育成 

 

 

 

 

○ 関係機関と連携し相談活動や研修事業等の充実による担い手確保強化 
○ 各種セミナー、研修会による新規就農者や中核的経営体の資質向上 
○ 帰農塾等によるＵＩターン含む定年帰農者への支援の充実 

重点戦略１ 

施策の展開方向(H30～R4) 令和４年度の主な取組内容 

■市町村・JAと連携した相談活動の実施 

■スキルアップセミナー基礎講座の開催 

■新規就農者育成総合対策により、就農への準備や経営開始を支援 

■専門家を交えた個別の伴走支援活動及び経営発展のための集合研修の開催 

■4Ｓの実践、作業工程の見直し等「カイゼン」手法による経営改善研修会の開催 

■他産業従事後農業経営を開始する者を対象とした帰農塾の開催 
○信州農業生産力強化対策事業 
○園芸産地強化対策整備事業 
○信州果実で稼ぐ力強化事業 
○果樹経営支援対策事業 
○農地耕作条件改善事業 

○野菜等価格安定対策事業 
○信州プレミアム牛肉生産基盤強化対策事業 
○畜産振興施設整備事業 
○信州の畜産生産力強化事業 
○農場ＨＡＣＣＰ実践拡大支援事業 
○家畜衛生対策事業 
○スマート農業導入推進事業 
○ 

○需要に応える園芸産地育成事業 

○ 

 

○農ある暮らし応援事業 
○農地有効活用推進事業 
○農地中間管理機構事業 
○野生鳥獣被害総合対策事業 
○中山間地域農業直接支払事業 
○多面的機能支払事業 
○中山間地農業ルネッサンス推進事業 
○山村等振興対策事業 
○かんがい排水事業 
○中山間総合整備事業 
○農村地域防災減災事業 
○地すべり対策事業 
○農業水路等長寿命化・防災減災事業 

○農業リーダー育成事業 
○新規就農者育成総合対策事業 
○農業経営者総合サポート事業 
○経営体育成支援事業(農地利用効率化等支援交付金) 
○農業経営カイゼン導入促進事業 

令和４年度主要事業 

     農を基軸とした多様で豊かな地域づくり 

 

 

重点戦略６ 

○ 農業体験型研修の充実等による移住・定住者の支援 
○ 農地中間管理事業等の活用による農用地利用の最適 
○ 農村の持つ多面的機能の維持と小水力など地域資源の活用促進 
○ 農業用施設の長寿命化及び農村の防災対策の推進 

■新品種の日焼け果対策、適期収穫を指導するための研修会開催 
■市田柿の早採りによる「もどり」発生防止のため、適期収穫の徹底 
■改・新植による日本なし産地の生産力向上となし樹体ジョイント栽培の早期成
園化・優良園地育成のため、重点農家の巡回指導及び講習会・検討会の開催 
■なしの紋羽病簡易診断法の周知と防除対策等現地研修会の開催 
■新品種ぶどう「クイーンルージュ®」の生産拡大のため、品種検討会の開催 

■きゅうり新規栽培者等を対象とした研修会による施設化の推進 

■環境モニタリングの活用及び養液栽培導入よる増収効果の啓発活動の実施 

■認定農場の衛生管理のレベルアップに向け農場HACCPの啓発を継続実施 

■農業用マルチローターによる水稲の斑点米カメムシ類等の集団防除の取組 

■ラジコン草刈り機等の現地実演会の開催 

■シードル向け品種に関する情報提供及び現地検討会の開催 

■GAP手法の周知及び支援とGAP認証取得希望者の個別支援 

■多様な取引形態の形成～生産グループの新たな取組による活性化、活動継続 

■伝統野菜の特性を活かすための分析と分析結果を活用した情報発信 

 

■中心経営体の基盤確立や経営発展による人・農地プランの実践支援 

■ニホンザル及びハクビシン対象の電気柵の展示ほ場設置並びに設置講習会開催 

■鳥獣被害防止総合対策交付金による被害防止対策支援 

■中山間地域等直接支払事業及び多面的機能支払交付金により、農業生産活動を維

持していくために必要な農地・水路・農道等の保全活動を支援 

■計画した６か所のうち残る「北の沢隧道（竜東一貫水路）」の補修に着手 

■子どもたちを対象の市田柿の食育事業の取組や、大豆栽培を通じた活動を支援 

■直売所アドバイザーの派遣による品揃えの強化等に向けた検討会の開催 

■消費者対象の地元野菜や伝統野菜を活用するためのワークショップの開催 

■生産者及びシェフによる食事会を通じた情報発信と活用方法の提案 

■農業体験宿泊の受入経験の浅い農家民宿や新規開業希望者への個別支援 

■管内飲食店グループと連携した伝統野菜等地元農産物のメニューの提供 

○信州農業６次産業化推進事業 
○国際水準ＧＡＰ推進事業 
○輸出向け産地づくり推進事業 
○信州伝統野菜継承・産地育成事業 
○「おいしい信州ふーど」の魅力発信事業 
○自然循環型農業定着促進事業 
○環境保全型農業直接支払事業 

     食育の推進と交流を通じた地消地産の拡大 
 

 

 

重点戦略５ 

○ 農業体験会の開催など教育現場との協働による食育の強化 
○ 直売所の品揃え強化・ネットワーク化等による消費誘導 
○ 市田柿など地域特産品のレシピ開発や料理講座等への支援 
○ 交流人口増加を見据えた地元農産物ＰＲと「観光＋農業」の取組の推進 

○信州・食の“地消地産”推進事業 
○信州の農業資産魅力発信事業 

作目別農業経営体の構成割合 基幹的農業従事者年齢構成の推移
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資料 ４ 


